
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

中洲学区の課題・活性化の方向性 

人口増加が見込めない 

人が入ってきやすいまちづくり 

○地区計画の検討・策定など土地利用

の仕組みを見直す 

○昔ながらの付き合い方も見直すべ

きことは見直す、新旧住民が融和で

きる仕組みを考える 

高齢者の増加 

若年層の流出 

空き家の増加 

子どもの減少 

過疎化 

老人世帯・独居老人の増加 

市街化調整区域のため住宅の建築が困難 

自治会が分散しており学区としてのまとまりが少ない 

道路整備が不十分 

商店街等がなく、活気が無い 

活気のあるまちづくりを 

阻害する土地利用 

自営業の縮小 

農業の後継者不足 

就職口が少ない 

耕作の放棄などのための空き地が多い 

地域産業の衰退 

地域の産業が元気なまちづくり 

○企業誘致 

○農業の多面的な活用 

行事の担い手不足 

（神輿の担い手不足など） 

伝統行事の継承困難、形骸化・消滅 

人のつながりが希薄化 

全世代で地域とのつながりが希薄化 

独自の食文化の衰退 

若年層の社会的価値の変化 

女性の参加不足 

地域の伝統行事 

活動の担い手不足 

公共交通が不便 

バスの便数の減少 

車の運転、送迎が必要 

特に独居老人には不便 

地域のつながりが強いため、新参者が入りにくい 

新参者に対する地元の人々の意識の相違 

つながりが強すぎる 
おでかけしやすいまちづくり 

○ふれあい交通の活用 

流水量が少なく、環境が悪い 

水辺や水中の生物の減少 

河川敷が荒れ、近寄りがたい 

野洲川が身近な川でなくなった 

竹やぶがなくなった 

集落内の川に水がない 

魚つかみのイベントが出来るとよい 

若者の集まる場所がなく活気が無い 

人が集まる場所があるとよい 

野洲川等で各世代が遊び・ 

親しめる仕組づくり 

○野洲川で子供も高齢者も楽しく遊び、

自然に親しむことができる仕組み検

討・策定 

○若者が集まる場所、楽しむ機会を作る 

水に親しめなくなっている 

集まる場所・イベントが不足 

学区全体にホタルが飛び 

豊かな水が流れるまちづくり 

○学区全体の目線での 

河川敷の公園化 

○きれいな水が里中を流れホタ

ルの飛ぶまちに 

食文化を活かした女性が参加できるまちづくり 

○「食文化」の伝承は女性が中心？ 

→女性の地域活動への参加推進 

少子高齢化・人口減少 

青年団の減少 

公共交通が不便 

若者の意見が 

活きるまちづくり 

○若い人の意見を吸い上げ

て方向性・解決策の参考に 

○若者が発言したり気軽に

参加できる機会を作る 

地域とのつながりに 

入れない人をどうするのか 

地域の伝統を残し活かすまちづくり 

○学区全体で協力出来ることを考える 


